
時間　午前10：00　～

１　　開　　会

２　　会長あいさつ

３　　議　　題

　（１）令和7年度事業報告について

　（２）令和8年度事業計画について

　（３）その他

　　　　①これまでの経過

　　　　②令和8年度の役員・幹事会体制について

４　　閉　　会

山形県農産物検査技術向上協議会　第17回　総会

日時　令和8年5月15日

場所　全農山形県本部山形地区センター

―　次　第　―
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（敬称略）

所　属 役　職 氏　名

総括農政業務管理官 山川 太志

主任農政推進官 五十嵐英史

 山形県農林水産部県産米戦略推進課 課長補佐 中島　具子

JA全農山形米穀部

米穀総合課課長

JA全農山形米穀部

米穀総合課 調査役

 山形県米穀集荷協同組合 業務課長 結城　友靖

会　長

（株)アグリコーポレーション

 一般財団法人日本穀物検定協会 出張所長 小林　茂生

東北支部山形出張所 農産物検査員 畑　俊之

 東北農政局山形県拠点

 JAグループ山形農産物検査連絡協議会

 やまがた農産物検査機関連絡協議会

遠藤　孝一

山形県農産物検査技術向上協議会　

日時：令和8年5月15日 10:00～

場所：全農山形県本部山形地区センター

第17回総会出席者名簿

大島　伸哉

酒井　正光
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令和７年度　事業実績報告書

山形県農産物検査技術向上協議会
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様式３号

記

１　農産物検査員鑑定研修

水稲うる
ち玄米

水稲もち
玄米

醸造用
玄　米

も み 麦  類 大 豆
普通そば
(だったん
そば)

計

第１回 6/9～6/16 6 388 385 385 361(361) 1,519

第２回 7/1～7/15 6 359 356 356 352 336(333) 1,759

第３回 8/27～9/4 6 361 361 361 339 1,422

第４回 2/25～3/5 6 344 344 688

24 1,452 1,446 1,102 352 361 339 336 5,388

（注）

２　検査程度統一会

　　①　実施年月日

　　②　開催場所

庄内地区　ＪＡ庄内ビル

　　③　出席者数 　　５４名

　　④　品目別提出試料点数

５６点

１０点

８点

０点

７４点

内陸地区　村山市農村環境改善センター

水稲うるち玄米 (内陸２９点、庄内２７点）

令和７年度業務完了報告書

令和8年3月31日

山形県農産物検査技術向上協議会会長　殿

　　　一般財団法人　日本穀物検定協会東北支部長

　「令和７年度農産物検査員研修等業務請負契約書」第７条に基づき実施した農産物検
査員研修等の業務について、下記のとおり完了したので同契約書第８条第２項に基づき
報告します。

計

実施月日
実施

箇所数

品目別研修実施農産物検査員数

　　計

①　麦類の研修実施農産物検査員は、外書きは普通小麦、（　）書きが普通
 小粒大麦である。また、そばの外書きは普通そば、（　）書きがだったん
 そばである。

②　普通そば及びだったんそばにあっては、本協議会の研修予定品目には無
　かったものの、東北農政局からの要請により、指導的農産物検査員に対す
　る「農産物検査に係る技能の習熟状況確認」を兼ねて実施したのもである。

水稲もち玄米 (内陸６点、庄内４点）

醸造用玄米 (内陸５点、庄内３点）

水稲うるちもみ

　　米 穀

内陸地区　令和７年９月２２日（月）

庄内地区　令和７年９月１９日（金）
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３　農産物鑑定大会

協同の杜　ＪＡ研修所

１９名（来賓及び事務局を含む。）

　　⑤　表 彰 者
優　勝

準優勝

優秀賞

４  水稲うるち玄米１等検査見本品（ひとめぼれ）の作製・配布

　　①　作製作業年月日　 令和7年8月18日・19日・20日・21日・22日

  　②　作製作業実施場所 山形市（山形県米穀集荷協同組合 会議室）

    ③　作業実施延べ人数 ３０名

    ④　配布年月日

　　⑤　配布数量（1セット 約３０g）

ＪＡグループ山形農産物検査連絡協議会 11.4Kg

山形県米穀集荷協同組合 3.4Kg

やまがた農産物検査機関連絡協議会 5.0Kg

一般財団法人 日本穀物検定協会 0.5Kg

計 20.4Kg６７６セット＋予備

庄内たがわ農業協同組合 阿 部 秀 一

令和７年８月２５日（月）

３８０セット

１１４セット

１６８セット

みちのく村山農業協同組合 伊 藤 祐 司

庄内たがわ農業協同組合 中 西 佑 芽

１４セット＋予備

　　①　実施年月日 令和８年１月２９日（木）

　　②　開催場所

　　③　出席者数

　　④　鑑定品目及び試料点数 水稲うるち玄米３０点、水稲もち玄米１０点
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様式４号

山形県農産物検査技術向上協議会会長　殿

の金額を請求します。

記

　請求金額の内訳は別紙のとおり。

 　　￥ ２，８９０，３３８－
  
（ ￥２６２，７５８－ ）

　指　　導　　経　　費　　請　　求　　書

令和 8年 3月 31日

　　一般財団法人　日本穀物検定協会東北支部長

　「令和７年度農産物検査員研修等業務請負契約書」第10条第2項に基づき、下記

　　　　　 うち取引に係る消費税及び地方消費税の額
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別  紙

単　価(円)
(1ヶ所(回)当た

り)

実施
回数

請負金額(円) 減算額(円） 請求金額(円) 摘　　　要

216,000 4 864,000 0 864,000

(2) 180,000 4 720,000 264,000 456,000 第1,3回 各132,000円減額

72,000 2 144,000 72,000 72,000 第1,3回 各 36,000円減額

72,000 2 144,000 72,000 72,000 第1,3回 各 36,000円減額

72,000 1 72,000 36,000 36,000 第2回  36,000円減額

72,000 1 72,000 36,000 36,000 第1回  36,000円減額

72,000 1 72,000 36,000 36,000 第1回  36,000円減額

72,000 1 72,000 72,000 0 第3回  72,000円減額

36,000 4 144,000 0 144,000

9,250 4 37,000 0 37,000

2,341,000 588,000 1,753,000

72,000 2 144,000 0 144,000 内陸と庄内の２会場で実施

144,000 0 144,000

312,000 1 312,000 0 312,000

373,580 1 373,580 0 373,580 実 費 額

45,000 1 45,000 0 45,000

3,215,580 588,000 2,627,580

321,558 58,800 262,758

3,537,138 646,800 2,890,338

注：減算額とは、「令和７年度農産物検査員研修等業務請負契約書」 別記の3の付記事項の(1)の規定に基づき減額を行った金額である。

 8　合　　　　計 （ 6 + 7 ）

普通小粒大麦

普通大豆

(3)研修結果取り纏め等経費

(4)会場借料

小　　　　　　　計

 2　検　査
　程度統一会

米穀の検査程度統一会

小　　　　　　　計

 3　農産物鑑定大会

 4　検査見本品作製・配布
 5  農産物検査員鑑定研修試料作成及び農産物鑑定大会試料作成の会場借料

 6　計　（1+2+3+4+5 ）

 7　消　費　税　（ 6 × 10/100 ）

請　　求　　金　　額　　内　　訳　　書

研　　　修　　　内　　　 容

 1 農産物検
  査員鑑定研
  修

(1)講師料

水稲うるち玄米(品位・銘柄)

鑑
定
試
料
作
製
経

費 水稲もち玄米

醸造用玄米

水稲うるちもみ

普通小麦
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（単位：円）

項　　　目 7年度予算額 決算額 比較増減 摘　要

年会費 3,129,500 3,129,500 0

前年度繰越金 682,441 682,441 0

雑収入 1,000 4,758 3,758 預金利息

農産物鑑定大会参加費 0 0 0

合　　計 3,812,941 3,816,699 3,758

（単位：円）

項　　　目 7年度予算額 決算額 比較増減 摘　要

検査員研修会費 2,039,400 1,928,300 ▲ 111,100

検査程度統一会費 164,230 158,400 ▲ 5,830

農産物鑑定大会費 468,200 437,490 ▲ 30,710

検査程度見本品費 418,000 410,938 ▲ 7,062

鑑定試料作製会場借料 49,500 49,500 0

鑑定試料保管料 66,000 66,000 0

事務経費 50,000 1,980 ▲ 48,020 振込手数料

会議費 50,000 0 ▲ 50,000

予備費 507,611 0 ▲ 507,611

合　　計 3,812,941 3,052,608 ▲ 760,333

収入決算額 3,816,699 円

支出決算額 3,052,608 円

差引残高 764,091 円（翌年度へ繰越）

令和７年度　収支決算書(案)
令和8年4月30日

【 収入の部 】

【 支出の部 】
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令和　8年　5月　15日

やまがた農産物検査機関連絡協議会

会長　酒井正光

監事の意見書

　山形県農産物検査技術向上協議会会則第５条第５項に基づき、

　令和7年度事業実績及び収支決算について監査した結果、

　適正に処理されていることを認めます。

監事
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令和８年度　事業計画書

山形県農産物検査技術向上協議会
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１．農産物検査員研修会に関する事業

　（１）玄米

　　　研修会の実施場所は、村山地区、最上地区、置賜地区、庄内地区の各

　　４地区６会場で実施し、回数は年３回とする。

　（２）その他品目

　　　水稲もち玄米、醸造用玄米については年２回、麦類、大豆、普通そば

　　については年１回を玄米研修と合わせて実施する。

２．検査程度統一会に関する事業

　　　米穀の検査程度の県内統一のため、統一会を実施する。回数は年１回

　　とし、内陸地区と庄内地区を別々の日程で行う。

３．山形県農産物鑑定大会

　　　各協議会等の代表者による鑑定大会を１月に実施する。鑑定品目は、

　　水稲うるち玄米及び水稲もち玄米の品位鑑定とする。

４．検査見本品の配布事業

　　　検査員に水稲うるち玄米１等相当の検査見本品を配布する。

令和８年度の事業計画について（案）
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会場借料 積算基礎（令和７年度）

実　施　会　場　名
６月

(1回目)
７月

(2回目)
９月

(3回目)
計 摘　　要

中山町中央公民館 1,540 1,848 1,848 5,236

室料金1,540/日
暖・冷房料金
　
308/日

村山市農村環境改善センター 2,340 2,340 2,340 7,020

室料金
0
暖・冷房料金
 
260*9

JA新庄市営農センター 3,000 3,000 3,000 9,000
室料金 3,000/日
暖・冷房料金  0

川西町農村環境改善センター 1,745 2,319 2,319 6,383

ふじしま市場たわらや 0 0 0 0

庄内ＪＡビル 2,750 2,750 2,750 8,250
室料金(暖・冷
房料金含む)
定額 2,750/日

計 11,375 12,257 12,257 35,889

税抜き金額 10,341 11,143 11,143 32,626

端数整理 10,500 11,500 11,500 33,500
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山形県農産物検査技術向上協議会

【収入の部】 （単位：円）

項    目 8年度予算額 7年度予算額 比較増減 備　考

年会費 3,200,000 3,129,500 70,500

前年度繰越金 764,091 682,441 81,650

雑収入 0 1,000 ▲ 1,000

合    計 3,964,091 3,812,941 151,150

【支出の部】 （単位：円）

項    目 8年度予算額 7年度予算額 比較増減 備　考

検査員研修会費 1,409,650 2,039,400 ▲ 629,750

鑑定試料作製会場借料 49,500 49,500 0

鑑定試料保管料 66,000 66,000 0

農産物鑑定大会費 468,200 468,200 0

検査程度統一会費 164,230 164,230 0

検査程度見本品 426,800 418,000 8,800

事務経費 50,000 50,000 0

会議費 50,000 50,000 0

予備費 500,000 507,611 ▲ 7,611

合    計 3,184,380 3,812,941 ▲ 628,561

収入決算額 3,964,091 円
支出決算額 3,184,380 円
差引残高 779,711 円（翌年度へ繰越）

令和８年度　収支予算（案）
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もみ 玄米 小麦 大麦 大豆 そば

16 351 173 351 173 25 324 282

もみ 玄米 小麦 大麦 大豆 そば

76 175 37 173 2 1 9 8

もみ 玄米 小麦 大麦 大豆 そば

1 109 20 108 11 0 27 19

一般財団法人日本穀物検定協会東北支部山形出張所

もみ 玄米 小麦 大麦 大豆 そば

1 14 14 14 14 0 14 14

令和8年４月１日現在

やまがた農産物検査機関連絡協議会

検査機
関数

検査員数

検査機
関数

検査員数

団体毎の検査員数

検査員数

JAグループ山形農産物検査連絡協議会

山形県米穀集荷協同組合

検査機
関数

検査員数

検査機
関数
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令和8年度年会費算定基礎（令和8年4月1日現在）

年会費 年会費 玄米 小麦 大麦 大豆 そば
＠5,000円

@2,500円 @1,000円 @500円 @500円 @500円 @500円

JA協議会

16 351 173 351 173 25 324 282 80,000 1,630,500 877,500 351,000 86,500 12,500 162,000 141,000 1,710,500

県米集

1 109 20 108 11 0 27 19 5,000 409,000 272,500 108,000 5,500 0 13,500 9,500 414,000

やまがた協
議会名

76 175 37 173 2 1 9 8 380,000 620,500 437,500 173,000 1,000 500 4,500 4,000 1,000,500

穀検

1 14 14 14 14 0 14 14 5,000 70,000 35,000 14,000 7,000 0 7,000 7,000 75,000

計

94 649 244 646 200 26 374 323 470,000 2,730,000 1,622,500 646,000 100,000 13,000 187,000 161,500 3,200,000

会費合計

大麦 大豆 そば 計

検査機関割

内訳

農産物検査員割

玄米 小麦

検査員ごとの品目

協議会名
検査員

数

もみ

検査機
関数
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（４）その他

これまでの経過・・・

「山形県産米改良協会連合会」が諸般の事情により、令和３年度より「構成団体」から抜けた。

　代わりに「県産米ブランド推進課」が参与という事で検査技術向上協議会に携わっていただく事
になり、会則の変更を行い、令和３年５月１８日より実施されている。

〇会計（通帳の管理等）については、JAグループと山形県米穀集荷協同組合で１年交代で行う。
やまがた農産物検査機関連絡協議会については会長が２年ごとに代わり対応が難しいため。

〇鑑定研修会の結果について県は必要ないので送らない。

〇穀検との契約書のハンコについては会計でハンコを管理するので、会計からもらう。

2025/05/15　総会

規約の変更

第８条（会計年度）追加

　協議会の会計年度は、毎年5月1日から翌年4月30日までとする。

第8条➝第9条へ、第9条➝第10条へ変更された。

別表１、参与名変更　山形県農業技術環境課から山形県農林水産部県産米戦略推進課となる。

予算　　検査程度見本品制作費用を増加　+198,000円　
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令和８年度の役員・幹事会体制について

１．役員

役　職 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

会　長
JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会委員長

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会委員長

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会委員長

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会委員長

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会委員長

副会長
山形県米穀集荷
協同組合理事長

山形県米穀集荷
協同組合理事長

山形県米穀集荷
協同組合理事長

山形県米穀集荷
協同組合理事長

山形県米穀集荷
協同組合理事長

監　事
やまがた農産物
検査機関連絡協
議会会長

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会会長

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会会長

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会会長

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会会長

２．幹事会

役　職 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和 8 年度

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会

山形県米穀集荷
協同組合

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会

山形県米穀集荷
協同組合

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会

（会計） （会計） （会計） （会計） （会計）

副幹事長
山形県米穀集荷
協同組合

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会

山形県米穀集荷
協同組合

JAグループ山形
農産物検査連絡
協議会

山形県米穀集荷
協同組合

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会

やまがた農産物
検査機関連絡協
議会

・幹事会-総会
の案内及び取り
まとめ

・幹事会-総会
の案内及び取り
まとめ

・幹事会-総会
の案内及び取り
まとめ

・幹事会-総会
の案内及び取り
まとめ

・幹事会-総会
の案内及び取り
まとめ

・幹事会-総会
の資料づくり

・幹事会-総会
の資料づくり

・幹事会-総会
の資料づくり

・幹事会-総会
の資料づくり

・幹事会-総会
の資料づくり

幹事
（庶務担

当）

一般財団法人日
本穀物検定協会
山形出張所

一般財団法人日
本穀物検定協会
山形出張所

一般財団法人日
本穀物検定協会
山形出張所

一般財団法人日
本穀物検定協会
山形出張所

一般財団法人日
本穀物検定協会
山形出張所

幹事長

幹事
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第１条（名称）

　本協議会は、「山形県農産物検査技術向上協議会」（以下「協議会」という。）

とする。

第２条（目的）

　農産物検査の信頼性・公平性を確保し、農産物検査員の検査技術の維持・向上、

検査程度の統一を図ることを以て、山形県産農産物の円滑な取引及び品質の改善に

資するとともに、農産物検査業務の発展に寄与することを目的とする。

第３条（事業）

　本協議会は、目的達成のため次の事業を行う。

（１）検査技術の維持・向上のための、鑑定研修会の開催に関すること。

（２）検査機関及び検査員間の検査精度の統一を目的とした、検査程度統一会の開

　　催に関すること。

（３）農産物検査に係る情報収集及び情報提供に関すること。

第４条（構成）

　本協議会は、別表１の左欄に掲げる団体をもって構成し、委員は同表右欄に掲げ

る者をあてる。

　なお、行政機関については、参与として参加することができる。

第５条（役員）

（１）本協議会には次の役員を置く。　

　　　 会長１名　副会長１名　監事１名

（２）任期は２年とし、再選は妨げない。

（３）会長は、本協議会を代表し、その業務を統括する。

（４）副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代理する。

（５）監事は、本協議会の業務及び会計を監査する。

第６条（総会）

（１）総会は、毎年度、会長が招集する。

（２）総会は、委員の過半数の出席をもって成立する。

（３）総会の議事は、出席者の過半数をもって決定する。

（４）総会の議決事項は、次のとおりとする。

　　①事業計画及び収支予算の決定

　　②事業報告及び収支決算の承認

　　③その他必要事項

第７条（幹事会）

（１）本協議会に、構成団体の検査実務担当者で構成する幹事会を置く。

（２）幹事会は、総会に付議する事項の立案及び事業の推進にあたるものとする。

（３）幹事会には、幹事長及び副幹事長を置く。

（４）幹事長は、会計担当幹事及び庶務担当幹事を指名する。

（５）その他、幹事会の運営について必要な事項は、幹事長が別に定める。

山形県農産物検査技術向上協議会会則
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第８条（会計年度）

　協議会の会計年度は、毎年5月1日から翌年4月30日までとする。

第９条（経費）

　本協議会の運営経費は、別表２に掲げる構成団体に所属する登録検査機関の会費

をもってあてる。なお、会費及び納入方法については、総会で決定する。

第10条（その他）

　本会則で定めのない事項は、幹事会において協議し、総会において承認する。

　

附則

　この会則は、令和７年５月１５日から実施する。

【別表１】　構成団体及び委員

構　成　団　体 委　　員

JAグループ山形農産物検査連絡協議会 JAグループ山形農産物検査連絡協議会委員長

山形県米穀集荷協同組合 山形県米穀集荷協同組合理事長

やまがた農産物検査機関連絡協議会 やまがた農産物検査機関連絡協議会会長

一般財団法人日本穀物検定協会 一般財団法人日本穀物検定協会山形出張所長

〇参与

東北農政局山形県拠点 東北農政局地方参事官

山形県農林水産部県産米戦略推進課 山形県農林水産部県産米戦略推進課課長

【別表２】　構成団体別登録検査機関

山形市農業協同組合 もがみ中央農業協同組合

山形農業協同組合 金山農業協同組合

天童市農業協同組合 山形おきたま農業協同組合

さがえ西村山農業協同組合 庄内たがわ農業協同組合

みちのく村山農業協同組合 鶴岡市農業協同組合

東根市農業協同組合 余目町農業協同組合

寺内農業協同組合 庄内みどり農業協同組合

新庄市農業協同組合 酒田市袖浦農業協同組合

〇JAグループ山形県農産物検査連絡協議会（16機関）

20



(有)本沢農産 ㈱おきたま興農舎

山形県食糧㈱ (有)渡辺商店

瑞穂の国㈱ (農)成田農産

㈱野川ファーム ㈱米シスト庄内

㈱カトーコーポレーション (有)いずみ農産

㈱アスク (有)鈴木農産企画

(有)ファーム･イン･ビレッジ (有)原田米穀

板垣糧穀㈱ (農)庄内産直センター

昭産商事㈱山形支店　 (有)コープスター会

(有)本間農産 (有)ドリームズファーム

(有)天野商店 (農)庄内共同ファーム

㈱丸公 出羽弥兵衛㈱

㈱西尾 (有)馬町さくらファーム

㈱喜久商店 (有)米の里

㈱奥山農園 庄内・まいふぁーむ(合)

(有)タカハシ ㈱ライズ・イン

㈱矢萩商店 ラブライス庄内㈱

(有)大竹商店 ㈱アシスト

(有)藤五商会 ㈱大商金山牧場

(有)にしだ (有)鶴岡共同ファーム

(農)山形リーダーズファーム (農)みます元気村

(有)こめの西田 (有)ソイビーン

(有)安全安心楽農物産 ㈱サンエイファーム

(農)エバーグリーン 治右衛門㈱

(農)りぞねっと ㈱井上農場

真室川米穀㈱ ㈱吉祥ファーム

(株)門脇産業 荘内米穀商業(協)

農幸アグリ㈱ (有)コクボ

㈱新庄屋 庄内米穀㈱

㈱ヤマラクフーズ (有)佐藤米穀商店

(有)歌丸の里 ㈱秋田屋商店

(有)ファーマーズ･クラブ赤とんぼ (有)土門商店

㈱アグリコーポレーション (有)鳥海山麓齋藤農場

(有)山形川西産直センター (農)太ももの会

(農)山形おきたま産直センター (有)山形農芸

㈱黒澤ファーム ㈱アグレクト

㈱山形ライスファーム21 ㈱幸池商店山形営業所

（株）産直舞台屋 (株)農園貞太郎

〇一般財団法人日本穀物検定協会（1機関）

〇山形県米穀集荷協同組合（1機関）

〇やまがた農産物検査機関連絡協議会（76機関）

（一財）日本穀物検定協会東北支部業務部山形出張所
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　第1条　事務局を山形県産米改良協会連合会内に置く。（抹消）

　別表１　構成団体及び委員・・・山形県産米改良協会連合会　削除

　　　　　参与・・・農業技術環境課　追加

令和5年5月17日

　別表1　参与名称変更

　山形県県産米ブランド推進課は山形県農業技術環境課となる。

令和7年5月15日

　第８条（会計年度）追加

　　協議会の会計年度は、毎年5月1日から翌年4月30日までとする。

　別表1　参与名称変更

　　山形県農業技術環境課から山形県農林水産部県産米戦略推進課となる。

令和3年5月18日

【規約変更履歴】
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